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は
じ
め
に
―
選
挙
制
度
見
直
し
論
の
浮
上

　
「（
任
期
満
了
ま
で
）
衆
参
と
も
に
一
年
半
も
な
い
。
抜
本
的
な
選
挙
制
度
は
な
か
な
か
作
り
き
れ
ず
、
間
に

合
わ
な
い
だ
ろ
う
。」

　

こ
れ
は
、
一
二
年
四
月
一
九
日
の
記
者
会
見
で
の
輿
石
東
民
主
党
幹
事
長
の
言
葉
で
あ
る
。
民
主
党
は
衆
参

両
院
選
挙
制
度
の
抜
本
改
革
に
つ
い
て
、
衆
院
小
選
挙
区
の
一
票
の
格
差
是
正
と
併
せ
て
選
挙
制
度
の
抜
本
改

革
と
衆
院
の
比
例
定
数
八
〇
削
減
の
同
時
決
着
を
掲
げ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
衆
議
院
議
員
と
参
議
院
の
改
選
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議
員
の
任
期
が
切
れ
る
来
年
夏
ま
で
の
実
現
は
困
難
だ
と
の
見
通
し
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
選
挙
制
度
改
革
を
め
ぐ
る
動
き
は
停
滞
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
現
在
の
衆
議
院
の
選
挙
制

度
は
違
憲
・
違
法
状
態
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
で
総
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
憲
法
や
法
律
に
違
反
す
る
と
見
ら
れ
る
よ
う

な
状
態
が
長
続
き
す
る
こ
と
が
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
点
で
は
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

選
挙
制
度
の
見
直
し
論
が
、
ど
う
し
て
浮
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
状
態

に
立
ち
至
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
以
下
、
そ
の
背
景
と
経
緯
、
主
な
論
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
。

　
　

一　

背
景
―
一
票
の
格
差
と
政
治
の
劣
化

　
（
１
）
違
憲
状
態
と
さ
れ
た
「
一
票
の
格
差
」

　

選
挙
制
度
改
革
が
俎
上
に
上
る
背
景
と
し
て
は
、
二
つ
の
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
「
一

票
の
格
差
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
二
大
政
党
制
」
の
機
能
不
全
と
政
治
の
劣
化
で
あ
る
。

　

〇
九
年
八
月
に
衆
議
院
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
が
直
近
の
衆
議
院
選
挙
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

後
の
一
一
年
二
月
二
五
日
、
一
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
「
人
口
速
報
集
計
」
が
告
示
さ
れ
、
衆
議
院

議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
（
区
割
り
審
）
が
衆
院
選
の
選
挙
区
ご
と
の
「
一
票
の
格
差
」
を
二
倍
以
内
と
す
る
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作
業
に
取
り
か
か
っ
た
。
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
（
設
置
法
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
業
は
一

年
以
内
に
終
了
し
て
改
定
案
を
勧
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
直
後
の
三
月
二
三
日
、
最
高
裁
判
所
は
〇
九
年
総
選
挙
で
の
「
一
票
の
格
差
」（
最
大
二
・
三
〇
倍
）
に

つ
い
て
「
違
憲
状
態
」
に
あ
る
と
の
初
の
判
断
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
放
置
し
て
選
挙
を
実
施
し
た

場
合
、
選
挙
無
効
と
の
判
決
が
出
さ
れ
、
議
員
資
格
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
恐
れ
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
判
決
で
は
、「
格
差
の
主
な
原
因
」
は
、
衆
院
の
小
選
挙
区
三
〇
〇
議
席
の
う
ち
、
ま
ず
四
七
都

道
府
県
に
一
議
席
ず
つ
を
「
別
枠
」
と
し
て
割
り
当
て
、
残
り
二
五
三
議
席
を
人
口
に
比
例
し
て
配
分
す
る
と

い
う
「
一
人
別
枠
方
式
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
人
口
の
少
な
い
地
方
に
比
例
配
分
よ
り
多
め
に

議
席
を
配
分
し
、
過
疎
地
の
国
民
の
意
見
も
国
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
が
結
果

的
に
過
疎
地
の
一
票
の
重
み
を
増
大
さ
せ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
方
式
は
設
置
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
改
め
る
に
は
法
改
正
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た

め
審
議
会
で
は
対
応
で
き
な
い
と
し
て
区
割
り
審
は
作
業
を
中
断
し
た
。
し
か
し
、
国
会
は
動
か
ず
、
区
割
り

作
業
は
中
断
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
二
年
二
月
二
五
日
に
期
限
が
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
改
定

案
を
勧
告
で
き
ず
、
こ
の
日
以
降
、
設
置
法
違
反
（
違
法
）
状
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
２
）
二
大
政
党
制
の
機
能
不
全
と
政
治
の
劣
化

　
『
朝
日
新
聞
』
一
一
年
一
〇
月
八
日
付
に
注
目
す
べ
き
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。「
九
四
年
政
治
改
革
の
悔
い
」
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と
題
さ
れ
た
こ
の
記
事
で
は
、
細
川
護
煕
元
首
相
と
河
野
洋
平
元
衆
議
院
議
長
が
対
談
し
て
い
る
。
こ
の
両
者

は
九
四
年
一
月
に
政
治
改
革
法
成
立
に
つ
い
て
合
意
し
た
当
事
者
で
あ
っ
た
。

　

河
野
は
、「
ま
ず
選
挙
制
度
の
改
革
を
」
と
な
っ
て
、「
流
れ
は
ど
ん
ど
ん
そ
ち
ら
に
行
き
、
小
選
挙
区
制
に

踏
み
切
り
ま
し
た
。
で
も
今
日
の
状
況
を
見
る
と
、
そ
れ
が
正
し
か
っ
た
か
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。
政
治
劣

化
の
一
因
も
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
党
の
堕
落
、
政
治
家
の
質
の
劣
化
が
制
度
に
よ
っ
て
起
き
た
の

で
は
、
と
」
と
反
省
の
弁
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
細
川
は
、
選
挙
制
度
を
変
え
る
こ
と
に
は
お
お
か
た
の
合
意
が
与
野
党
に
は
あ
っ
た
と
し
つ

つ
、「
自
民
党
案
を
の
ん
で
小
選
挙
区
三
〇
〇
、
比
例
二
〇
〇
議
席
で
合
意
し
た
が
、
私
は
二
大
政
党
だ
け
に
は

収
ま
ら
な
い
『
穏
健
な
多
党
制
』
が
望
ま
し
い
の
で
、
比
率
は
半
々
ぐ
ら
い
が
適
当
と
考
え
て
お
り
、
小
選
挙

区
に
偏
り
す
ぎ
た
の
は
不
本
意
で
し
た
」
と
述
べ
、
改
革
が
失
敗
し
た
こ
と
を
認
め
た
。

　

そ
の
後
も
、
河
野
は
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
の
テ
レ
ビ
番
組
で
「
今
の
制
度
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
志
と
違
う
（
状

態
に
な
っ
た
）
こ
と
を
非
常
に
残
念
に
思
う
と
同
時
に
、
皆
さ
ん
に
申
し
訳
な
い
」
と
謝
り
、「
抜
本
改
革
は
や

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
一
二
年
四
月
五
日
に
も
「
率
直
に
不
明
を
わ
び
る

気
持
ち
だ
。
状
況
認
識
が
正
し
く
な
か
っ
た
」
と
陳
謝
し
、「
政
治
は
劣
化
し
て
い
る
。
現
職
の
皆
さ
ん
の
責
任

で
選
挙
制
度
を
変
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
区
割
り
で
は
な
く
、小
選
挙
区
制
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
制
度
に
よ
っ
て
「
政

党
の
堕
落
、
政
治
家
の
質
の
劣
化
」
が
生
じ
、「
二
大
政
党
」
化
が
進
行
し
て
「
穏
健
な
多
党
制
」
が
崩
れ
た
と
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す
る
認
識
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、た
と
え
区
割
り
が
変
更
さ
れ
「
一
票
の
格
差
」
が
是
正
さ
れ
た
に
し
て
も
、

小
選
挙
区
制
が
存
続
す
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
残
る
。
単
な
る
区
割
り
の
変
更
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い

「
抜
本
改
革
」
が
必
要
だ
と
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
　

二　

経
緯
―
小
選
挙
区
制
へ
の
反
省
と
選
挙
制
度
見
直
し
へ
の
動
き

　
（
１
）
明
確
に
な
っ
た
小
選
挙
区
制
の
害
悪

　

こ
の
よ
う
な
小
選
挙
区
制
へ
の
反
省
が
強
ま
っ
た
の
は
、
そ
の
害
悪
が
明
確
に
な
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
選
挙
と
は
、
国
会
や
議
会
で
も
の
ご
と
を
決
め
る
人
を
選
ぶ
こ
と
だ
か
ら
、
選
挙
に
と
っ
て
一
番
大
切
な

の
は
民
意
を
そ
の
ま
ま
議
会
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
民
意
の
縮
図
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
政
治
改
革
」
に
よ
っ
て
小
選
挙
区
制
が
導
入
さ
れ
、
選
挙
に
よ
っ
て
民
意
を
集
約
し
よ
う
と

し
た
。
そ
の
た
め
に
、
少
数
意
見
は
選
挙
の
過
程
で
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
、
議
会
に
は
歪
ん
だ
民
意
し
か

出
て
こ
な
く
な
っ
た
。
民
主
党
政
権
で
あ
れ
自
民
党
政
権
で
あ
れ
、
民
意
が
反
映
さ
れ
ず
、
政
治
が
国
民
の
願

い
か
ら
乖
離
し
て
し
ま
う
最
大
の
原
因
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
小
選
挙
区
制
の
害
悪
を
あ
げ
れ
ば
、
①
大
量
の
「
死
票
」
が
出
る
こ
と
の
ほ
か
、
②
「
二
大

政
党
化
」
に
よ
る
小
政
党
の
排
除
、
③
理
念
・
政
策
に
基
づ
か
な
い
「
選
挙
互
助
会
」
的
政
党
（
民
主
党
）
の

登
場
、
④
選
挙
で
の
選
択
肢
の
減
少
、
⑤
風
向
き
に
よ
る
短
期
間
で
の
多
数
政
党
の
交
代
、
⑥
大
連
立
や
翼
賛
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化
へ
の
誘
惑
と
連
立
・
連
携
の
困
難
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
な
ど
が
あ
る
。
主
要
政
党
が
二
つ
で
あ
る
た
め
、
政
権

の
交
代
が
政
権
の
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
う
不
毛
性
、
政
治
の
劣
化
と
閉
塞
性
は
、
ま

さ
に
こ
の
よ
う
な
小
選
挙
区
制
の
害
悪
か
ら
生
じ
て
い
る
。

　
（
２
）
小
選
挙
区
制
の
実
態

　

そ
れ
で
は
、
小
選
挙
区
制
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
九
四
年
以
降
、
五
回
の

衆
議
院
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
参
議
院
選
挙
も
選
挙
区
の
一
部
は
小
選
挙
区
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
選
挙
制

度
に
お
い
て
も
小
選
挙
区
制
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
問
題
が
生
じ
た
。

　

例
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
の
参
院
選
で
は
、
選
挙
区
が
自
民
党
の
約
一
九
四
九
万
票
（
三
三
・
三
八
％
）

に
対
し
て
民
主
党
は
約
二
二
七
五
万
票
（
三
八
・
九
七
％
）
で
、
比
例
区
も
自
民
党
の
約
一
四
〇
七
万
票

（
二
四
・
〇
七
％
）
に
対
し
て
民
主
党
は
約
一
八
四
五
万
票
（
三
一
・
五
六
％
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
人

区
で
二
一
勝
八
敗
と
自
民
党
が
圧
勝
し
た
た
め
に
議
席
数
で
は
自
民
五
一
対
民
主
四
四
と
逆
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
選
挙
区
制
は
選
挙
結
果
を
歪
め
て
勝
敗
を
変
え
る
こ
と
も
あ
る
欠
陥
制
度
な
の
で
あ

る
。

　

そ
れ
で
は
、
直
近
の
総
選
挙
と
な
っ
た
二
〇
〇
九
年
秋
の
衆
院
選
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

第
一
に
、
こ
の
と
き
の
政
権
交
代
は
小
選
挙
区
制
で
な
く
て
も
実
現
し
た
。
与
党
だ
っ
た
自
公
両
党
の
小
選

挙
区
で
の
得
票
率
は
四
〇
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
比
例
代
表
制
で
も
政
権
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
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っ
た
。

　

第
二
に
、「
死
票
」が
多
く
出
た
。
投
票
総
数
七
〇
五
八
万
票
の
う
ち
半
数
近
い
三
二
七
〇
万
票（
四
六
・
三

％
）
が
「
死
票
」
と
な
っ
た
。
比
例
代
表
制
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
議
席
に
結
び
つ
い
た
は
ず

で
あ
る
。

　

第
三
に
、
支
持
状
況
と
議
席
分
布
の
乖
離
も
大
き
か
っ
た
。
民
主
党
が
三
三
四
八
万
票
（
得
票
率
四
七
・
四

％
）
で
二
二
一
議
席
（
議
席
率
七
三
・
七
％
）
と
な
り
、
二
六
・
三
ポ
イ
ン
ト
か
さ
上
げ
さ
れ
た
。
逆
に
、
自

民
党
は
二
七
三
〇
万
票
（
三
七
・
七
％
）
で
六
四
議
席
（
二
一
・
三
％
）
と
な
り
、
一
七
・
四
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

た
。
得
票
率
で
は
九
・
七
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
議
席
率
で
は
五
二
・
四
ポ
イ
ン
ト
の
差
に
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
小
政
党
の
排
除
も
進
ん
だ
。
過
去
五
回
の
総
選
挙
で
候
補
者
を
立
て
た
共
産
党
の
当
選
者
は
最
初

の
時
だ
け
二
議
席
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
社
民
党
の
場
合
は
、
四
、四
、一
、一
、三

議
席
の
当
選
と
な
っ
た
。
過
去
三
回
の
総
選
挙
で
、
七
、九
、八
議
席
を
獲
得
し
て
い
た
公
明
党
も
〇
九
年

総
選
挙
で
は
全
敗
し
た
。
選
挙
を
経
る
ご
と
に
小
政
党
は
議
席
を
減
ら
し
、
独
力
で
は
小
選
挙
区
で
当
選
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
政
治
改
革
で
謳
わ
れ
た
メ
リ
ッ
ト
は
「
神
話
」
に
す
ぎ
ず
、
デ
メ
リ
ッ
ト
だ
け
が
「
現
実
」

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、日
本
の
政
治
は
出
口
の
な
い
袋
小
路
に
入
り
込
み
、閉
塞
状
況
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
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（
３
）
選
挙
制
度
見
直
し
に
向
け
て
の
動
き

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
選
挙
制
度
の
見
直
し
に
向
け
て
の
具
体
的
な
動
き
が
始
ま
っ
て
い
く
。
そ
の
象
徴
的

な
例
が
、
中
選
挙
区
制
の
復
活
を
掲
げ
た
「
選
挙
制
度
の
抜
本
改
革
を
め
ざ
す
議
員
連
盟
」
の
発
足
で
あ
っ
た
。

そ
の
設
立
総
会
は
一
一
年
一
一
月
一
七
日
に
開
か
れ
て
い
る
。

　

代
表
世
話
人
に
な
っ
た
の
は
自
民
党
の
加
藤
紘
一
元
幹
事
長
と
民
主
党
の
渡
部
恒
三
最
高
顧
問
で
、
呼
び
か

け
人
は
、麻
生
太
郎
、森
喜
朗
、田
中
慶
秋
、中
野
寛
成
、穀
田
恵
二
、下
地
幹
郎
な
ど
七
二
人
で
あ
っ
た
。
自
民
・

民
主
・
公
明
・
国
民
新
・
た
ち
あ
が
れ
日
本
・
共
産
の
各
党
の
衆
議
院
議
員
約
一
五
〇
人
が
参
加
し
た
。

「
入
会
の
ご
案
内
」
は
、「
小
選
挙
区
選
挙
は
そ
の
時
々
の
空
気
に
よ
っ
て
結
果
が
大
き
く
左
右
さ
れ
、
政
治
家

が
独
自
の
主
張
を
し
づ
ら
く
、
ま
た
有
権
者
の
選
択
の
幅
の
狭
ま
り
や
獲
得
票
数
が
議
席
配
分
に
十
分
反
映
さ

れ
な
い
な
ど
弊
害
ば
か
り
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
既
に
小
選
挙
制
度
の
下
で
五
回
の
選
挙
を
重
ね
て
お
り
、

そ
の
検
証
を
踏
ま
え
こ
の
際
、
選
挙
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
し
新
し
い
選
挙
制
度
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
の
が

本
議
連
設
立
の
目
的
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（http://w

w
w
.katokoichi.org/offi

ce/tokyo/2011/12/

senkyo.pdf

）。

　

世
論
の
動
向
も
、
こ
の
よ
う
な
動
き
を
後
押
し
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
と
え
ば
、『
毎
日
新
聞
』
が

一
一
年
一
一
月
に
実
施
し
た
全
国
世
論
調
査
で
、
衆
院
小
選
挙
区
の
「
一
票
の
格
差
」
を
是
正
す
る
選
挙
制
度

改
革
の
あ
り
方
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
選
挙
制
度
を
抜
本
的
に
変
え
る
」
と
の
回
答
が
五
二
％
に
上
っ
た
。
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他
方
で
、「
今
の
制
度
の
ま
ま
、
小
選
挙
区
の
区
割
り
を
見
直
す
」
と
の
回
答
は
一
六
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

二
大
政
党
に
有
利
な
現
行
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
を
維
持
し
た
う
え
で
の
見
直
し
を
主
張
し
て
い
る
民

主
党
や
自
民
党
の
支
持
者
で
も
、
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
だ
と
回
答
し
た
人
は
民
主
支
持
層
で
五
〇
％
、
自
民

支
持
層
で
も
四
八
％
と
な
っ
た
（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
一
一
月
七
日
付
）。

　

選
挙
制
度
見
直
し
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
当
事
者
達
の
判
断
や
世
論
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
選
挙
制
度
改
革
に
向
け
て
の
動
き
は
停
滞
し
、
違
憲
・
違
法
状
態
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ

な
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

三　

現
状
―
制
度
改
革
の
膠
着
に
よ
る
違
憲
・
違
法
状
態

　
（
１
）
制
度
見
直
し
に
向
け
て
の
与
野
党
協
議

　

最
高
裁
の
判
決
を
受
け
て
、
選
挙
制
度
の
見
直
し
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
際
、
現
行
制

度
を
維
持
し
た
上
で
の
定
数
是
正
で
は
な
く
、
抜
本
的
な
制
度
改
革
を
行
う
べ
き
だ
と
の
気
運
も
高
ま
っ
て
い

く
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
一
一
年
一
〇
月
一
九
日
に
衆
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る
各
党
協
議
会
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
協
議
で
は
、
主
に
四
つ
の
案
が
提
起
さ
れ
た
。

　

第
一
は
定
数
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
に
五
つ
の
小
選
挙
区
を
減
ら
す
と
い
う
も
の
（
〇
増
五
減
案
）
で
、

主
に
自
民
党
が
主
張
し
た
。
第
二
は
そ
れ
に
加
え
て
比
例
代
表
区
の
定
員
二
〇
〇
議
席
の
う
ち
八
〇
議
席
を
削
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減
す
る
と
い
う
案
（
比
例
八
〇
議
席
削
減
案
）
で
、
民
主
党
だ
け
が
提
案
し
た
。
第
三
は
小
選
挙
区
比
例
代
表

連
用
制
（
連
用
制
案
）
で
、
公
明
党
が
提
起
し
、
第
四
は
比
例
代
表
制
へ
の
抜
本
改
革
（
比
例
代
表
制
案
）
で
、

共
産
党
な
ど
そ
の
他
の
政
党
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
の
〇
増
五
減
案
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
だ
け
で
な
く
、
基
本
的
に
は
民
主
党
も
反
対
し
て
い
な
い
が
、

さ
し
当
た
り
の
湖
塗
策
に
過
ぎ
ず
、
か
え
っ
て
抜
本
的
な
制
度
改
正
を
送
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
最

高
裁
判
決
が
問
題
と
し
た
「
一
人
別
枠
方
式
」
の
是
正
に
も
手
が
付
け
ら
れ
な
い
。
確
か
に
、
こ
の
是
正
策
に

よ
っ
て
、
当
面
は
一
・
七
八
九
倍
と
な
っ
て
二
倍
以
下
と
い
う
条
件
が
ク
リ
ア
ー
で
き
る
。
し
か
し
、
人
口
移
動

に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
は
再
改
定
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
小
選
挙
区
制
が
も
た
ら
し
た
害
悪
の
除
去
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
改
定
は
全
く
無
意
味
で
あ
る
。

小
選
挙
区
の
数
が
五
つ
減
る
だ
け
で
、
制
度
の
基
本
的
な
枠
組
み
は
残
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
も
た
ら
す

害
悪
も
ま
た
残
存
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
（
２
）
消
費
増
税
の
た
め
の
比
例
定
数
大
幅
削
減
案
へ
の
固
執

　

第
二
の
比
例
八
〇
議
席
削
減
案
に
つ
い
て
は
、
民
主
党
以
外
の
全
て
の
政
党
が
反
対
し
て
い
る
。
そ
れ
を
打

開
す
る
と
し
て
、
四
月
二
五
日
の
与
野
党
協
議
会
で
座
長
の
樽
床
伸
二
民
主
党
幹
事
長
代
行
は
新
た
な
私
案
を

示
し
た
。
そ
れ
は
、
小
選
挙
区
を
〇
増
五
減
の
二
九
五
議
席
と
し
、
比
例
代
表
区
の
一
一
ブ
ロ
ッ
ク
を
廃
止
し

て
全
国
単
位
と
し
た
う
え
で
七
五
削
減
、
残
る
定
数
一
〇
五
の
う
ち
三
五
を
連
用
制
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
自
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民
・
公
明
両
党
に
配
慮
し
た
折
衷
案
だ
が
、
野
党
は
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
で
難
解
だ
と
反
発
し
、
膠
着
状
況
は
な

お
打
開
で
き
て
い
な
い
。

　

こ
の
私
案
で
は
、
比
例
区
の
削
減
議
席
数
は
八
〇
か
ら
七
五
に
減
ら
さ
れ
た
が
、
比
例
区
定
数
の
大
幅
削
減

と
い
う
基
本
に
変
更
は
な
い
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
改
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
小
選
挙
区
の
比
率
は
、
現
状
の

六
二
・
五
％
か
ら
七
三
・
八
％
へ
と
、
減
る
ど
こ
ろ
か
増
大
し
て
し
ま
う
。

　

小
選
挙
区
が
占
め
る
割
合
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
害
悪
も
ま
た
減
る
の
で
は
な
く
増
え
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
一
体
、
何
の
た
め
の
改
革
な
の
か
と
問
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
回
の
選
挙
制
度
改
革
論
議
は
、
定

数
不
均
衡
の
是
正
だ
け
で
な
く
小
選
挙
区
制
が
も
た
ら
し
た
害
悪
の
除
去
を
も
目
ざ
し
て
い
た
の
に
、
後
者
の

目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
逆
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

各
党
協
議
で
の
合
意
を
得
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
座
長
の
樽
床
民
主
党
幹
事
長
代
行
は
民
主
党
以
外
が
反
対
す

る
比
例
定
数
の
大
幅
削
減
案
を
撤
回
す
れ
ば
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
抜
本
的
な
制
度
改
革
に
向
け
た
具
体
的
な

協
議
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
民
主
党
は
そ
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
な
い
。

　

そ
れ
は
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
公
約
し
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
消
費
増
税
の
た
め
の「
身
を
切
る
改
革
」

で
は
、
こ
れ
く
ら
い
し
か
実
行
で
き
る
も
の
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
消
費
増
税
の
た
め
の
「
言
い
訳
」

と
し
て
比
例
区
定
数
の
大
幅
削
減
が
利
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
譲
歩
で
き
ず
膠
着
状
態
に
陥

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
う
え
、
そ
も
そ
も
民
主
党
は
合
意
を
得
て
改
革
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。



12

選
挙
制
度
を
現
状
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
で
、
解
散
・
総
選
挙
を
先
延
ば
し
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
の
疑
念
が
囁
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
国
民
主
権
を
制
度
的
に
保

障
す
べ
き
選
挙
制
度
の
改
革
を
、
政
局
に
か
ら
め
た
思
惑
や
党
略
に
よ
っ
て
左
右
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
断
じ

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　

四　

論
点
―
連
用
制
、
中
選
挙
区
制
、
比
例
代
表
制

　
（
１
）
小
選
挙
区
比
例
代
表
連
用
制
の
導
入
論

　

今
回
の
論
議
で
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
公
明
党
が
強
く
主
張
し
て
い
る
連
用
制
で

あ
る
。
そ
の
仕
組
み
は
、
整
数
に
小
選
挙
区
で
の
獲
得
議
席
を
加
え
て
比
例
代
表
区
の
得
票
を
割
る
も
の
で
、

小
選
挙
区
で
の
獲
得
議
席
が
多
い
ほ
ど
、
比
例
代
表
区
の
議
席
は
少
な
く
な
る
。
樽
床
私
案
で
は
、
比
例
定
数

一
〇
五
議
席
の
う
ち
三
五
議
席
に
つ
い
て
連
用
制
を
導
入
し
、
小
選
挙
区
で
三
五
議
席
以
上
獲
得
し
た
政
党
に

は
適
用
し
な
い
と
し
て
い
た
。

　

こ
の
連
用
制
に
つ
い
て
、
私
は
す
で
に
二
〇
年
近
く
も
前
に
、
拙
著
『
一
目
で
わ
か
る
小
選
挙
区
比
例
代
表

並
立
制
』（
労
働
旬
報
社
、
一
九
九
三
年
）
で
取
り
上
げ
て
批
判
し
た
こ
と
が
あ
る
。
政
治
改
革
論
議
の
中
で
、

こ
の
制
度
が
政
治
改
革
推
進
協
議
会
（
民
間
政
治
臨
調
）
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
、
当
時
の
社
会
党
や
公
明
党
は

そ
れ
ま
で
主
張
し
て
い
た
「
小
選
挙
区
比
例
代
表
併
用
制
」
を
引
っ
込
め
て
こ
の
連
用
制
に
乗
り
換
え
た
か
ら
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で
あ
る
。

　

こ
の
時
の
私
の
批
判
点
は
、
①
小
選
挙
区
制
と
「
比
例
代
表
制
」
の
結
合
で
は
な
く
、「
反
比
例
代
表
制
」
と

の
結
合
で
あ
る
、
②
比
例
代
表
部
分
で
投
じ
ら
れ
た
有
権
者
の
意
思
は
制
度
に
よ
っ
て
大
き
く
歪
め
ら
れ
て
し

ま
う
、
③
国
民
の
選
択
が
歪
め
ら
れ
、
逆
転
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
制
度
で
は
国
民
主
権
の
原
理
を
実
現
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
書
、
一
五
八
～
一
六
四
頁
）。

　

基
本
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
今
も
変
更
は
な
い
。
少
数
政
党
に
不
利
に
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
は
並

立
制
よ
り
マ
シ
だ
と
は
言
え
る
が
、
制
度
の
カ
ラ
ク
リ
に
よ
っ
て
有
権
者
の
意
思
が
歪
め
ら
れ
る
と
い
う
点
で

「
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
」（
憲
法
前
文
）
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で

は
な
い
。
連
用
制
に
つ
い
て
、「
憲
法
違
反
の
疑
い
も
あ
る
」
と
の
否
定
的
な
考
え
が
示
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め

で
あ
る
。

　
（
２
）
中
選
挙
区
制
の
復
活
論

　

か
つ
て
の
中
選
挙
区
制
の
復
活
論
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
の
議
員
連
盟
が
で
き
た
こ
と
は
、
す
で
に
紹

介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
か
つ
て
の
中
選
挙
区
制
は
一
選
挙
区
三
～
五
人
で
、
例
外
と
し
て
二
人
区

と
六
人
区
が
存
在
し
た
。
今
日
、
復
活
が
構
想
さ
れ
て
い
る
の
は
三
人
区
の
よ
う
で
あ
る
。

　

中
選
挙
区
制
に
つ
い
て
も
、
前
掲
の
拙
著
で
そ
の
適
否
を
検
討
し
て
い
る
（
一
八
四
～
二
〇
五
頁
）。
そ
こ
で

は
、
奇
数
区
で
は
小
選
挙
区
制
的
機
能
が
出
る
が
、
基
本
的
に
は
準
比
例
代
表
制
で
あ
る
と
し
て
、
①
少
数
政
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党
も
完
全
に
は
排
除
さ
れ
な
い
、
②
民
意
を
そ
れ
な
り
に
反
映
す
る
、
③
議
員
と
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
可
能

に
す
る
な
ど
の
プ
ラ
ス
面
と
共
に
、
定
数
の
不
均
衡
に
よ
る
一
票
の
価
値
の
不
平
等
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
し

た
。

　

そ
し
て
、「
定
数
の
抜
本
是
正
、
効
果
的
で
強
力
な
独
自
の
腐
敗
防
止
策
、
各
政
党
内
部
で
の
候
補
者
の
事
前

審
査
制
度
の
導
入
な
ど
の
措
置
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
た
と
え
中
選
挙
区
制
の
下
で
あ
っ
て
も
、
民
意
に
対
応

し
た
清
潔
な
議
会
政
治
を
実
現
す
る
こ
と
は
、十
分
に
可
能
な
こ
と
だ
」と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
に
つ
い
て
も
、

現
時
点
で
変
更
す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
そ
の
後
刊
行
し
た
拙
著
『
徹
底
検
証　

政
治
改
革
神
話
』（
労
働
旬
報
社
、
一
九
九
七
年
）
で
、「
せ

っ
か
く
導
入
さ
れ
た
比
例
代
表
制
」
だ
か
ら
「
こ
の
経
験
を
生
か
す
べ
き
」
だ
と
し
て
、
私
は
比
例
代
表
制
を

基
本
と
し
た
選
挙
制
度
へ
の
改
革
を
提
唱
し
た
。
こ
の
立
場
も
、
基
本
的
に
変
わ
り
な
い
。

　
「
選
挙
制
度
の
抜
本
改
革
を
め
ざ
す
議
員
連
盟
」
は
、
今
国
会
中
に
中
選
挙
区
制
復
活
の
た
め
の
法
案
を
提
出

す
る
と
し
て
い
る
。
選
挙
区
の
定
員
を
何
人
と
す
る
か
は
不
明
だ
が
、
何
人
で
あ
っ
て
も
人
口
移
動
に
よ
っ
て

定
数
是
正
の
必
要
性
が
生
ず
る
可
能
性
は
高
く
、
中
選
挙
区
制
に
戻
し
た
と
し
て
も
定
数
不
均
衡
の
問
題
を
根

本
的
に
解
消
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
（
３
）
比
例
代
表
制
へ
の
転
換
論

　

こ
の
よ
う
に
、
連
用
制
の
導
入
や
中
選
挙
区
制
の
復
活
で
も
な
い
抜
本
改
革
を
め
ざ
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
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小
論
の
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
全
国
一
区
の
比
例
代
表
制
、
一
一
ブ
ロ
ッ
ク
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
比
例
代
表

制
、
都
道
府
県
別
の
比
例
代
表
制
」
な
ど
、
比
例
代
表
を
生
か
し
た
新
し
い
制
度
へ
の
前
進
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

こ
の
場
合
、
選
出
母
体
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
「
死
票
」
は
少
な
く
な
り
、
投
票
数
と
議
席
と
の
相
関

も
強
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
も
民
主
的
な
の
は
全
国
一
区
の
比
例
代
表
制
で
あ
る
。

　

比
例
代
表
へ
の
転
換
を
主
張
す
る
理
由
の
第
一
は
、
も
ち
ろ
ん
民
意
の
縮
図
を
作
る
た
め
で
あ
り
、
国
民
主

権
に
基
づ
く
「
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
」
国
民
の
代
表
を
議
会
に
送
り
込
む
た
め
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
と

し
て
は
、
定
数
の
不
均
衡
や
そ
の
是
正
が
不
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
大
き
い
。
比
例
代
表
に
な
れ
ば
、「
一

票
の
価
値
」
の
平
等
は
自
動
的
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
小
政
党
が
分
立
し
、
連
立
政
権
に
な
る
と
の
強
固
な
批
判
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
小

政
党
の
存
在
は
選
択
肢
の
多
様
化
を
も
た
ら
し
、
そ
の
分
立
が
国
民
の
選
択
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ

と
は
民
意
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
す
で
に
九
三
年
以
降
、
一
つ
の
政
党
だ
け
に
よ
っ
て
政
権
が
担

わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
こ
の
日
本
で
も
連
立
政
権
は
二
〇
年
近
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
世
界
で
は
単
独
政
権

こ
そ
が
例
外
で
あ
り
、
連
立
政
権
が
普
通
の
姿
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
日
本
の
経
験
も
世
界
の

趨
勢
も
知
ら
な
い
俗
論
に
す
ぎ
な
い
。
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む
す
び
―
「
政
治
改
革
神
話
」
と
改
革
論
者
の
責
任

　

昨
年
の
東
電
福
島
第
一
原
発
の
過
酷
事
故
は
、「
安
全
神
話
」
の
過
ち
と
そ
れ
を
振
り
ま
い
て
き
た
原
発
推
進

論
者
や
マ
ス
コ
ミ
の
責
任
を
明
瞭
に
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
の
下
で
生
じ
た
政
治

の
劣
化
と
閉
塞
状
況
は
、「
政
治
改
革
神
話
」
の
過
ち
と
そ
れ
を
振
り
ま
い
て
き
た
推
進
論
者
や
マ
ス
コ
ミ
の
責

任
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
私
は
一
五
年
前
に
刊
行
し
た
前
掲
拙
著
『
徹
底
検
証　

政
治
改
革
神
話
』
に
お
い
て
、
福
岡
政

行
白
鴎
大
教
授
、
佐
々
木
毅
東
大
教
授
、
堀
江
湛
慶
応
大
教
授
、
内
田
健
三
東
海
大
教
授
の
名
前
を
挙
げ
て
、

す
で
に
こ
の
よ
う
な
責
任
追
及
を
行
っ
て
い
た
。
マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
も
、「『
政
治
改
革
』
の
先
送
り
は
許
さ

れ
な
い
」（
一
九
九
四
年
一
月
一
四
日
付
「
社
説
」）、「『
改
革
』
実
現
へ
活
路
を
求
め
よ
」（
一
月
二
二
日
付
「
社

説
」）、「
妥
協
し
『
政
治
改
革
』
を
決
着
さ
せ
よ
」（
一
月
二
七
日
付
「
社
説
」）
な
ど
と
焚
き
つ
け
て
い
た
『
読

売
新
聞
』
な
ど
の
責
任
が
追
及
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

も
し
、
原
発
の
推
進
論
者
や
マ
ス
コ
ミ
が
か
つ
て
の
「
安
全
神
話
」
発
言
を
反
省
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

原
発
の
廃
止
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
向
け
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
、

も
し
、
政
治
改
革
の
推
進
論
者
や
マ
ス
コ
ミ
が
か
つ
て
の
「
政
治
改
革
神
話
」
を
反
省
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
河

野
洋
平
元
衆
議
院
議
長
の
よ
う
に
、
抜
本
的
な
選
挙
制
度
改
革
に
向
け
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
は
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な
い
だ
ろ
う
か
。

　

政
治
に
は
結
果
責
任
が
伴
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
。
政
治
改
革
の
失
敗
に
対
し
て
も
結

果
責
任
が
問
わ
れ
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
日
本
政
治
の
「
荒
廃
」
を
も
た
ら
し
た
小
選
挙
区
制
を
廃
止
し
、
選

挙
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
に
よ
る
「
復
興
」
に
着
手
で
き
る
か
ど
う
か
―
―
今
こ
そ
、全
て
の
政
党
や
政
治
家
に
、

こ
の
点
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

◇現代労働組合研究会のＨＰへ（ＴＯＰ）
http://e-kyodo.sakura.ne.jp/roudou/111210roudou-index.htm


